
 

 

 

 

 

（お知らせ） 

令和２年１月１０日 

統 合 幕 僚 監 部 

 

海賊対処のために派遣された水上部隊の活動状況について 

（令和元年１２月） 

 
１ 直接護衛 

（１） 護衛回数 ２回（第８７０、第８７１回護衛） 

        （海賊対処法に基づく第８２９、第８３０回護衛） 

（２）護衛隻数２隻（海賊対処法に基づく護衛開始以来の累計３,９０２隻、以下同） 

        

内訳  ○ 日本籍船 ０隻（累計２２隻） 

○ 我が国運航事業者が運航する外国籍船 ０隻（累計６８７隻） 

（そのうち、日本人が乗船する外国籍船 ０隻（累計５０隻）） 

○ その他の外国籍船 ２隻（累計３，１９３隻） 

（そのうち、日本人が乗船する外国籍船 ０隻（累計３０隻）） 

          

※なお、上記には、海上警備行動に基づく護衛（第１回～第４１回） 

の実績は含まれていない。 

 

（３）各回の護衛実績の詳細については別紙参照のこと。 

 

２ ゾーンディフェンス 

（１） 実施日数 ２３日（累計 １７１０日） 

（２）確認した商船数 約９０隻（累計 約１８，９７０隻） 

 

３ 事案への対処等を行った事例 

  特になし。 

  

 

 

統合幕僚監部  報道発表資料 



８７０回 ８７１回
（８２９回） （８３０回）

開始 １２月６日午後 １２月１４日午後

終了 １２月８日午後 １２月１６日午後

1 1 2

（タンカー）

（コンテナ船）

（ＬＰＧ船）

（ＬＮＧ船）

（一般貨物船）

（専用貨物船）

（自動車専用船）

（旅客船）

（タンカー）

（コンテナ船）

（ＬＰＧ船）

（ＬＮＧ船）

（一般貨物船）

（専用貨物船）

（自動車専用船）

（旅客船）

1 1 2
（タンカー）

（コンテナ船）

（ＬＰＧ船）

（ＬＮＧ船）

（一般貨物船） (1) (1) (2)
(専用貨物船）

（自動車専用船）

（旅客船）

※１

※２ 表中（）内の計数は、各回の護衛対象船舶における日本籍船数、我が国運航事業者が運航する外国籍船数及びその他の外国籍船数の内訳。

海賊対処のために派遣された水上部隊の護衛実績について（令和元年１２月）

（護衛艦「さざなみ」）

護衛開始及び終了の日時は、日本時間。

護衛回数
（海賊対処行動での回数）

日本籍船

その他の外国籍船

我が国運航事業者が
運航する外国籍船

護衛日時

護衛対象船舶数（合計）

（合計）

（別 紙）（別 紙）


